
（別紙３）

～ 令和8年1月10日

（対象者数） 25 （回答者数）
17

～ 令和8年1月10日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 今後も、必要に応じて恵まれた空間を有効に活用していく。

2
さらに支援の充実を図るため、研修等に積極的に参加する。

今後も引き続き密な情報共有を行っていく。

3
今後も利用者、保護者と話す機会を大切にし、

より良い支援につなげていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

年に１回の交流のみでなく、今後、

保護者同士の交流の機会を増やしていくことを

検討していく。

2 老朽化改善の具体化に向け、調整を行っていきたい。

3

広々とした空間に、ストレスなくのびのび活動ができる。

年齢や子どもたちの発達に応じて部屋を分けたり、個別の活動

に合わせた場所を提供し、ストレスなく過ごせる環境を作って

いる。

発達段階や個性に合わせた丁寧な支援を行っている。
学校や保護者の方との情報共有を密に行い、共通理解のもとで

支援を行えるよう、全職員で支援を考えている。

利用者、保護者の満足度が高い。

日々の送り迎時え時の対話や連絡帳でのやり取りを大切にし、

利用者と保護者の想いを細やかに汲み取り、支援に反映できる

よう努めている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会等、保護者同士の交流の機会が少ない。 保護者同士の日程を合わすのが難しい。

建物の老朽化
築年数が高いため、出来る限りの修繕は

行っているが、老朽化が目立つ。

令和7年12月19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービスBloom

○保護者評価実施期間
令和7年12月19日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


